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展開例(学年共通)

＊授業を始める前に、扱う「音楽を形づくっている要素」を明確にしておきましょう。

本題材における学習(第１時～第３時）

本時の学習（第１時）

（１）ねらい 音楽の初めの印象と、音楽を形づくっている要素を結び付け、曲の特徴

（「こんな曲」）をとらえる。

（２）準備 教師：本時のワークシート

教材曲の音源

児童：筆記用具

（３）展開

学習活動 時間 指導上の留意点と予想される児童の反応 評価規準

１ 本時のめあてを ５ ○本時は、教材曲を聴いてどんな曲なのか、

つかむ。 分 曲の特徴＝「こんな曲」を考える時間であ

ることを伝える。

２ 教材曲を聴いた ５ ○必要に応じて、要素のとらえやすい部分

最初の印象を、「曲 分 を、取り出して聴かせる。

の印象を表す短い ○言葉が思い浮かばない児童への配慮とし

言葉」で表す。 て、語彙を例示しその中から選ばせるよう

にする。

例示する語彙について

【怒り・不快の気分】【落ちついた気分】【悲しい・寂しい気分】

【驚き・意外の気分】【恐怖・不安・心配の気分】【楽しい・うれし

い気分】

以上の六つに分類した気分の中から、曲趣にふさわしい気分を４種

類程度選び、その気分ごとに三つ程度の語彙を例示する。

例

うるさい、けんかをするような、うっとうしい（怒り、不快）

ほのぼのした、ゆったりした、暖かい（落ち着き）

不気味な、緊張した、ぞっとする（恐怖、不安、心配）

元気な、かわいらしい、はぎれのよい（楽しい、うれしい）

参考：別紙 曲の印象を表す短い言葉例

３ 「曲の特徴」を １５ ○なぜ「曲の印象を表す短い言葉」のよう

とらえる。 分 に思ったかを考えさせる。

○その際「理由は が （だ）からで

す」という曲の特徴を知覚するテンプレー

トを与え、音楽を形づくっている要素とそ

の状態を表す言葉を の中に書き入れさ

せる。前後のどちらに要素が入ってもかま
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わない。

児童の反応例

「（びっくりしたのは）音の大きさが、急に大きくなったからです。」

○要素を表す言葉が思い浮かばない児童へ

の配慮として、要素を表す語彙を例示しそ

の中から選ばせる。

例示する語彙について

本題材にかかわりのある「音楽を形づくっている要素」、又はそ

れを児童に分かりやすく言い表した語彙を含めて例示する。

例 大きさ、強さ、リズム、メロディ、やりとり、スピード

○曲の特徴を早く書けた児童には、感受に

つながる発展課題として「まるで みた

いです」というテンプレートを与え、

に想像した様子を書かせる。

児童の反応例

「まるで、ライオンが急に出てきたみた

いです。」

「まるで、後ろからおどかされたみたい

です。」

４ 「曲の特徴」の １５ ○教師の問いと児童の応答により、児童が

様々なとらえ方を 分 とらえた「曲の特徴」を発表し合い、交流

知る。 して、様々なとらえ方に触れさせる。

○ねらい以外の要素をとらえた児童には、

そのとらえ方を認め、賞賛するとともに、

交流の中でねらいとする要素に気付かせる

ようにする。

○友達のとらえた「曲の特徴」や「気分」

の中で、気に入ったものがあれば、その都 ○音楽を形づく

度ワークシートに記入し、とらえ方を広げ ってい る要素

させる。 「○○」を聴き

○児童の発表したことを、類型化して板書 取り、曲の特徴

し、様々な「曲の特徴」を整理してとらえ をとらえながら

られるようにする。 聴いている。

○類型化の観点は【怒り・不快】【落ち着 （ワークシート

き】等、曲の印象を表す短い言葉から感じ への記入、観察）

取れる「気分」とし、一つの音楽であって

も様々な気分を感じることができることを

理解させる。

５ 本時のまとめを ５ ○教材曲を聴きながら、とらえ方を確認す

する。 分 る。
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本時の学習（第２時）

（１）ねらい 曲想を基に「短いお話」を作り、音楽のよさを感じ取りながら聴く。

（２）準備 教師：本時のワークシート、(前時のワークシートを事前に返却しておく)

教材曲の音源

児童：筆記用具、前時のワークシート

（３）展開

学習活動 時間 指導上の留意点と予想される児童の反応 評価規準

１ 本時のめあてを １０ ○教材曲を聴き、前時の学習を思い出せる

つかむ。 分 ようにする。

○本時は、音楽を聴いて、どんな感じの曲

なのか（こんな感じ）を考える時間である

ことを伝える。

○前時で学習した事項の復習をする。特に、

教材曲に関連のある要素と、類型化した観

点について、板書して確認できるようにす

る。

２ 教材曲を聴いて ２０ ○曲想からイメージできる様子を、自分な

想像したことを、 分 りに想像させ、ワークシートに記入させる。

「短いお話」に表 その際、前時のワークシートに記入した事

す。 項を参考にしてもよいことを伝える。

○席が隣の児童２人（３人）で話し合い、

交流しながら、教材曲から感じ取った曲想

を基に「短いお話」に表すよう指示する。

その際、参考にいくつかの「短いお話」を

例示する。

児童の反応例

「友達が、後ろからそうっと来て、びっ

くりさせた」

「歩いていたらライオンが出てきて、こ

わくて大きな声を出した」

○児童の活動の様子を見て、教材曲を聴き

ながら、話し合いができるように、時々音 ○楽曲から想像

楽を流す。 したことや感じ

○早く書けたペアは、より詳しいお話を作 取ったことを、

るように指示する。 短いお 話に表

３ 「短いお話」を １０ ○教師の問いと児童の応答により、表した し、音楽のよさ

発表し合う。 分 「短いお話」を発表し合い、いろいろな感 を感じ取って聴

じ方があることを知ることができるように いている。

する。 （ワークシート

４ 本時のまとめを ５ ○自分や友達が考えた「短いお話」の様子 への記入、観察）

する。 分 を想像しながら教材曲を聴き、教材曲のよ

さや面白さを感じ取ることができるように

する。
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本時の学習（第３時）

（１）ねらい いろいろな「短いお話」からイメージを膨らませて「自分のお話」を作り、

音楽の醸し出す様子を想像しながら、味わって教材曲を聴く。

（２）準備 教師：本時のワークシート

教材曲の音源

前時に児童が作った「短いお話」を書いた短冊(提示用に拡大)

児童：筆記用具

（３）展開

学習活動 時間 指導上の留意点と予想される児童の反応 評価規準

１ 本時のめあてを １０ ○教材曲を聴き、前時の学習を思い出せる

つかむ。 分 ようにする。

○本時は、好きな「短いお話」を選んだり、

参考にしながら「自分のお話」を作り、そ

れを想像しながら聴く時間であることを伝

える。

２ 「自分のお話」 １５ ○前時に児童が作った「短いお話」を掲示

を作る。 分 して、「短いお話」を交流し、その中から、

好きなお話を選んだり、参考にしながら、

「自分のお話」を作らせる。

○その際、掲示するすべての「短いお話」

について簡単にコメントし、イメージをも

たせやすくするとともに、同じ曲でも様々 ○教材曲から想

な感じ方があることが理解できるようにし 像したことを、

て、イメージを膨らませる。 短いお話に表し

て、曲想を感じ

「自分のお話」の評価規準 取り、音楽を味

低学年：「気分」が短いお話の中に表されている。 わって聴いてい

中学年：「曲想とその変化」が短いお話の中に表されている。 る。（ワークシ

高学年：「曲想とその変化など（注）」が短いお話の中に表されてい ートへの記入、

る。 観察）

３ 「自分のお話」 １０ ○自分の作ったお話の様子を想像しながら、○自分のイメー

の様子を想像しな 分 教材曲を聴かせる。 ジを明確にし、

がら味わって教材 児童の反応例 嬉しそうに聴いている、 それを想像しな

曲を聴く。 楽しそうに聴いている、音楽に合わせて がら聴 く学習

体を動かしながら聴いている、目を閉じ に、進んで取り

て静かに聴いている など 組もうとしてい

○音楽に浸りながら聴くことができるよう る。

にする。 （ワークシート

４ 本時のまとめを １０ ○ワークシートに学習の振り返りを記入さ への記入、観察）

する。 分 せる。

注：曲想とその変化など：「曲想とその変化」に加えて、「音楽の流れ」「音楽の移り変

わり」「音楽の豊かさ」など
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板書について ＊児童の実態等を考慮し、教師の裁量で板書の順番や言葉を変更する。

板書例解説（第１時）

（音色）透明な笛の音色

（速度）速い部分とおそい部分がある

（変化）途中で暗い雰囲気になる

（反復）はじめのメロディーをくりかえす

まるで

鳥が歌っている

自然の中で歌っている

空の上にいるみたい

ピクニックに行っている

板書順 板書内容 留 意 事 項

① 曲名 イメージの幅を限定する可能性のある場合については、曲名を示

さず、題材名などを板書することも検討する。

② めあて 本時のめあてを示す事項を板書する。

③ 曲の感じを ワークシートの「こんな曲だと思います」の部分。気分を観点に

表す短い言 類型化することを見越して、気分ごとに分けて書く。

葉 ４種類程度の気分が感じられる「曲の感じを表す短い言葉」を例

示するが、児童から出てくるものが４種類にならない場合もある。

（上の板書例では３種類）

同じ言葉でも、違った気分を感じさせる言葉もあり、様々な気分

が感じ取れることをとらえさせることが目的でもあるので、厳密に

類型化することにとらわれすぎる必要はない。

④ こんな曲 ワークシートの「理由は～」の部分。児童の発言の要点を板書す

（曲の特徴）る。

⑤ 音楽を形づ ④にかかわる音楽を形づくっている要素。ねらいとする要素は、

くっている 必ず板書する。学年段階により、児童に分かりやすい言葉に置き換

要素 えることも検討する（次項、言い換え例参照）。

⑥ イメージ ワークシートの「まるで～みたいです」の部分。児童の発言の要

点を板書する。

⑦ 気分、類型 ③で分けて書いておいた曲の感じを表す言葉に、それぞれのグル

化の枠 ープから感じられる気分と、それを囲む線を板書する。

⑦

どんな曲か 聴いてみましょう

葦笛の踊り

あやしい

不気味な

こわい

不安

さわやか

はずむ

楽しい

そう快

たのしい

うれしい

こ ん な 曲

いやされる

落ちつく

やさしい

いい気持ち

③

④

⑥

①

②

⑤
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音楽を形づくっている要素の言い換え例

音楽を形づくっている要素 言 い 換 え 例

音色 音

速度 はやさ スピード

旋律 メロディー

強弱 大きさ 強さ

和声の響き ハモリ 響き

反復 くり返し

問いと答え やりとり 掛け合い

実際の板書例（３年生）
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板書例解説（第２時）

板書順 板書内容 留 意 事 項

① 曲名 イメージの幅を限定する可能性のある場合については、曲名を示

さず、題材名などを板書することも検討する。

② めあて 本時のめあてを示す事項を板書する。

③ 類型化した 前時に類型化した気分を板書する。

気分

④ 音楽を形づ 前時におさえた音楽を形づくっている要素。ねらいとする要素は、

くっている 必ず板書する。学年段階により、児童に分かりやすい言葉に置き換

要素 えることも検討する。

⑤ こんな感じ 児童が発表する友だちと一緒に作った「短いお話」の中から、キ

ーワードとなる言葉を、類型化した気分ごとに、分けて書く。一つ

の「短いお話」の中から、複数の言葉を取り出す場合や、違う気分

に振り分けられる場合もある。

実際の板書例（２年生）

こんな感じ

⑤

④

草原、小川、妖精たちの踊り、昼寝、雲の上

古いお城、クマ、暗い森

葦笛の踊り

どんな感じか 聴いてみましょう

たのしい

うれしい

いい気持ち

こわい

不安

こんな曲

散歩、踊っている、歌う、飛びまわる鳥

音色

速度

変化

反復（くり返し）

①

②

③
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板書例（第３時）

板書順 板書内容 留 意 事 項

① 曲名 イメージの幅を限定する可能性のある場合については、曲名を示

さず、題材名などを板書することも検討する。

② めあて 本時のめあてを示す事項を板書する。

③ 短いお話 前時に友だちと作った短いお話を掲示する。

実際の板書例（３年生）

みんなのお話
草
原
の
中
を
散
歩
し
て
い
る
夢

を
見
ま
し
た
。
き
れ
い
な
花
が

咲
い
て
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

り
、
少
し
こ
わ
い
虫
が
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

森
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
き
れ
い

な
小
川
で
、
妖
精
た
ち
が
踊
っ
て
い

る
の
が
見
え
ま
し
た
。
近
く
に
行
っ

て
み
る
と
、
妖
精
た
ち
は
、
み
ん
な

か
く
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

離
れ
て
み
る
と
、
出
て
き
て
、
ま
た

踊
り
出
し
ま
し
た
。

葦笛の踊り

様子を思いうかべながら、聴いてみましょう

①
②

③
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,

「○○（曲名）○○」
って、どんなきょくですか？

まるで

みたいです

こんなきょくだとおもいます

ともだちがいったことで いいなあとおもったこと

,

,

, りゆうは

が

からです
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, こんなかんじだとおもいます

ともだちといっしょに、
おはなしをつくってみましょう

,

「○○（曲名）○○」
って、どんなかんじですか？
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おはなしのようすを
そうぞうしながら
きけましたか

,こんなおはなしがいいとおもいます

「○○（曲名）○○」
には、どんなおはなしがいいですか？

おはなしのようすを そうぞう
しながら きいてみましょう

そうぞうしながら
きけました

そうぞう
できませんでした

,かんそう
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曲の印象を表す短い言葉の例
　　六つに分類した気分の中から、曲趣にふさわしい気分を４種類程度選び、その気分ごとに三つ程度の語彙を提示する。

怒り・不快の気分 落ち着き・安らぎの気分 驚き・意外の気分

うるさい ほのぼのした 混乱しているような(*)
あらそっているような ほがらかな 意外な
言い合うような のどかな ハッとするような
けんかをするような ねむくなるような びっくりするような
いじわるをするような うっとりする ふしぎな(*)
イライラしているような 流れるような 神秘的な(*)
うっとうしい ふんわり どきどきする(*)
切れた 夢を見るような
混乱しているような(*) やわらかい
はげしい(*) いやされる
らんぼうな(*) おおらかな
いさましい(*) 落ちついた

なめらかな
やわらぐような
優雅な
ゆったりした
なつかしい
暖かい
厚みのある
なだらかな
心地よい
歩いているような
じんとくるような
ささやくような(*)
しずかな(*)
しみじみした(*)
やさしい(*)

悲しい・寂しい気分 恐怖・不安の気分 楽しい・うれしい気分

ささやくような(*) はげしい(*) やさしい(*)
しずかな(*) らんぼうな(*) 力強い
しみじみした(*) いさましい(*) 堂々とした
さびしい 神秘的な(*) 美しい
くらい ぎゅうぎゅうした はなしをするような
かたい どきどきする(*) パワフルな
ひっそりした いそがしい はく力のある
弱々しい 不気味な たくましい
かなしい おそろしい すべるような
重い がたがた はずむような
落ち込んでいる あやしい 楽しい
疲れた 緊張しているような 元気な
憂鬱な ぞっとする 勇気がわくような

びくびくしている じゃれあうような
にぎやかな
走るような
はつらつとした
さわやかな
かわいらしい
かがやく
ひびきのある
明るい
希望にあふれる
わくわくするような
軽快な
はぎれのよい
のびのびした
おどるような

複数の「気分」に当てはまる言葉に「*」印


